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ロバに乗った王イエス（ヨハネ12:12-19）
　先週１週間のニュースの中で一番、テーマになっていた内容はたぶんSTAP細胞に関してではなかったかなと思います。それが大騒ぎになっていて、もしそれが本当ならば難病を患っている方々が、それに希望を託し、期待を寄せていたのですが本当のところはどうなのかというお話でした。それほど、もしそれが本当ならば病気を患っている方にとっては画期的な発見になるものです。しかし、そのSTAP細胞とは比べ物にならないほど強力な人生そのものをまるごと根こそぎ変えられて、また人生を生かせる答えを発見するならばどうなるのでしょうか。それは世紀の発見という言葉では済まされないものだと思います。しかし、それはこれから発見するものではなく、もうすでに発見されているものです。人々がそれに気づいていないだけです。残念なのはそのSTAP細胞とは比べ物にならないほどの強力な答えを抱え持っているクリスチャンなのに、クリスチャンの方々がそれにまだ気づいていないということが残念な現実です。その答えがどこにあるのでしょうか。それが聖書に示されているものです。ですから、今日私たちはこの聖書に目を留めてその答えを確認していきたいと願います。
　今日の聖書はイエス様が死んでいたラザロを墓からよみがえらせて、いのちの奇跡を行っていらっしゃいました。そのときに、そこに一緒にいた人々がそのお証しをしていくようになります。それがエルサレムの多くの人に伝わって、そのあとイエス様がエルサレムの方に入られようとしたときに、その噂を聞きつけて、イエス様を出迎えるためにエルサレムの人々が大勢出てきました。それでイエス様を見てこのように叫んでいました。「ホサナ。祝福あれ。主の御名によって来られる方に。イスラエルの王に。この方こそイスラエルの王だ」と叫んで歓迎しながら「ホサナ、ホサナ」と大声を張り上げていました。しかし、そのように叫ばれるほどの王様にしてはその格好は少し違和感があり、おかしいのです。その「王。王」と言われていたイエス様が、どのようにエルサレムに入られたのかと言うと、ロバの子を見つけてそれに乗って入られたと書いてあります。それは彼らが「イスラエルの王様です」と叫んでいるにしては何か絵が合いません。なぜそのような格好でエルサレムに入られたのか。そのことを15節にはこう書いてあります。旧約の聖書で「恐れるな。シオンの娘。見よ。あなたの王が来られる。ロバの子に乗って。」と預言されていた、それがそのまま成就して実現されたことであるということです。イスラエルの王が来られるのですが、ロバの子に乗って来るとゼカリヤ書に預言されています。これがどういうことなのか、どういう意味なのかということを二つの観点から考えていきたいと思います。この預言が与えられたときがどういうときなのかということをまず少し勉強したいと思います。それはイスラエルがバビロニアに捕虜にされて70年が経って、またバビロニアから解放されてイスラエルに戻るようになりました。そのときに神様が彼らの今までの過ちや、そして彼らの苦労などを踏まえてひとつ命じられます。神殿がすべて壊れているので神殿を再建しなさいというのが最高の命令でした。それでバビロニアから解放されて自分の国イスラエルに戻って神殿の建築に携わるようになります。しかし、それがうまく進まないで、少し邪魔が入ったり何かあるともうそのまま止めてストップしてしまいました。そこで神様は怒りを覚えられて預言者をとおして、「神殿を建築して再建することを途中で手を抜いてはいけない、止めてもいけない、何があってもあきらめずにずっと進めていきなさい」と励ましながら、また叩かれる場面です。それがゼカリヤ書です。神殿を再建することが、どれほど大切なことなのかということを教える、また示される内容ですが、人間的に考えると、イスラエルが今、エルサレムに戻りましたが、その神殿の再建をする気持ちにならないということも理解できないわけでもありません。彼らはまず戻ってみたら、イスラエル、特にエルサレムがめちゃくちゃに破壊されていました。荒れ果てているその町を見て、どういう思いになっていたのか。すべてが崩壊して壊れているような場謡です。彼らは期待をもって戻って来たのですが、そのような状態でした。それを見て、彼らも心が折れることもあるでしょう。それから、今まで70年間、国を離れ他の国の捕虜となっていました。奴隷です。そんな生活をしていて、ある意味、苦労もしましたが慣れてもいます。そこから戻って来たので、その過去の様々な傷というものも抱えている状態です。そのような状態で「神殿を再建しなさい」と言われたので、やるのはやるのですがあまりやる気になりません。だから、ちょっとした何かがあるとストップしてしまう状態です。それに対して神様が神殿の再建を推し進めながら、そこでおっしゃった言葉がゼカリヤ書9:9のことばです。恐れるな。シオンの娘。見よ。あなたの王が来られる。ロバの子に乗って。恐れるな。つまり、神殿を再建がどのような意味を持つのかと言うと、これから、まことの希望になるイスラエルの王がシオンに来られるようになる。それを見通して、その約束を見据えて、握って、その信仰告白のようなものであり、その備えのようなことなのです。そういうことなのだと、今手を抜いて、力が抜けて倒れている、やる気をなくしている、がっかりしているイスラエルに向かって励ましていらっしゃる言葉です。このことをおっしゃる前に、ゼカリヤ書の前半にどのようなことが書いてあるのかと言うと、他の預言者と比べると短いのにたくさんの幻が紹介されます。ゼカリヤという預言者によっていろいろな幻が紹介されます。今ここでそれを全部紹介することは無理なのですが、あとで時間があるときに読んでみてください。ゼカリヤ書にいろいろな幻が紹介されて、それは簡単に申し上げると、これからこの世の中がどうなっていくのかについてを知らせることです。このような国が興されるようになると。あとでまた別の国が興されて、それをつぶしてその国が支配するようになると。そのあとはまた、別の国が興されて、ずっとあとのことまで書いてあります。それで学者のいろいろな研究によりますと、その幻の内容は具体的にローマ帝国が興されることまでそこに示されています。それプラス地球の終わりまでそこに全部幻をとおして紹介しています。それはどのような意味を持つのかと言うと、世の中はいろいろなことが起き、国も興されたりつぶれたりいろいろあります。けれども、そのようなことが繰り返されるというのは、世の中には、世の国には、元々、希望はない。永遠なるものも存在しませんというお話です。騒いでいるだけであって、そこにまことの希望などは見ることができないものです。それがこの世であり、世の国であり、これからの歴史です。その中で、「シオンの娘よ。あなたの王が来られる」。そのあと、このようにおっしゃるのです。どのようになるでしょうか。あなたたちの町、エルサレムにこの神殿を中心にしてこれから王様が来られるのですが、世の中の希望の無い、また繰り返される困難の中から永遠なる希望になる方であり、その世の流れに一緒に流されないで、世の国ではなく、そこに神の国をもって臨まれる王様が来られると言う意味です。そして、その聖書を読んでみると、その王様が結局、来られたときに、海の果てまでこれが全部広がるようになるという預言です。世の中には希望はありません。こういうことも、ああいうこともあり、このような国が興されて、ああいう国も興されて、ときにはあなたがたを攻撃するところもあるし、迫害もあるかもしれません。ときには、ある国はものすごい発展を遂げて、パラダイスではないかと思うくらいであっても、でも、その国もつぶれて壊れていく。それが世の中です。その中で唯一の希望、まことの希望、永遠なる希望であり。その滅びる世の流れに一緒に流されないで、神の国をもたらす、その王様が来られる。ここに本当の希望があります。あなたがたが今、神殿を再建し、神殿の建築に携わっているということは、その王様が来られる希望を持って、それを見据えてやることです。だから、「どんな理由があろうがあきらめないで、手を抜かないでやりなさい」と言うお話です。その時にこれが出てきたものです。つまり、当時、イスラエルが神殿を再建するというのはこのまことの希望になる、まことの王様、神の国を持ってこられる王様に対しての契約の信仰回復しなさいという意味だったのです。その王様が来られると、世の中は困難しすべてが崩れ壊れていて、立ち上がることができないほど皆つぶれていることであっても、それが世の中です。個人的にもつぶれているし、家庭も崩壊しているし、国々も社会もそのようにならざるをえないものです。そこで王様が来られる、そこに希望があるのです。そのお話です。ですから、神殿の再建をとおして、その希望を堅く握って、その契約を握って信仰に固く立っていなさいと神様がゼカリヤの預言者をとおして神殿の再建に携わっていたイスラエルの民に話し、また励ましていた内容です。だから、神殿の再建をしながら、神殿を建てるというのが問題ではありません。なるほど、世の中には元々、希望はないし、私たちのすべては壊れているし、エルサレムを見ても崩壊し荒れ果てている状態です。個人的にも社会的にもこれからもいろいろな国が興されてつぶれるのですが、
世の中は同じことが繰り返されているだけです。どこに希望があるのだろう。そこで神様がおっしゃったのです。シオンの娘よ。恐れるな。まことの希望が来られる。イスラエルの王があなたがたのところに来るのだよ。その信仰をしっかり保ちなさい。その時にすべてが変わるのです。そのときに崩れていたすべてがまた立ち直って回復できるようになるよと。そこに希望がある。個人的にも社会的にもこの地球そのものの希望がその来られる王様にかかっている。来られるのだよ。失望しないように。またあきらめないように。過去７０年間、捕虜の生活をしていて、それが傷になっていたかもしれませんが、過去にどんなにひどいことがあったとしても傷として抱えていてはいけません。王様が来られる。希望はそこにある。その希望をなくさないように。その希望を堅く握って耐えて待ちなさい。そのような預言のお話です。それが今、実際に実現しました。つまり、ここに今いらっしゃるイエス様がその預言されていた真の希望であるその王様なのです。そのメッセージです。イエス様がまこと希望、永遠なる希望、壊れてつぶれているすべてのところが回復されることができる、また戦いと戦争がすべてストップしてしまう、まことの平和をもたらすことができる希望と約束されていたその王様です。イエスはその王様ですというのがメッセージです。それはつまり、イエス様は困難な希望の無いこの世においてまことの希望になる方なのだというのが、今日の聖書のメッセージです。STAP細胞とは比べることができない希望です。イエスはまことの王様です。

　そして、もう一つは、それなのに王様がなぜロバの子に乗って来られたのかということです。王様は普通、立派な馬に乗って入られるものです。選りすぐれた馬を自分のものにして、そこに乗って堂々と凱旋将軍みたいに入るものが王様です。それが普通です。それなのに、そのような王様とは比べることができない希望の中の希望である王様がなぜロバの子に乗ったのでしょうか。ロバの子をご存知ですか。馬と比べると馬の子どもかというくらい、成人しているロバでもものすごく小さいです。そのロバの中でもロバの子です。だから、より小さいです。しかも、聖書を見るとだれも乗ったことのないロバと言われています。だれも乗ったことのない。それはどういう意味なのでしょうか。ロバでもないし、ロバの子であり、だれも乗ったことのない。世の中のなにかが一切、加わることがなかったという意味でもあるし、この世のそこら中にある王様とは根本から違う王様であるというお話です。王様は立派な馬に乗って、自分の権力を持って国を治め、民を支配するようになる者が王様のイメージです。しかし、イエス様はロバの子に乗って入られました。そのような王様ではない、別の言葉で申し上げるとそのような王様の権力と政治の力や実力、パワーなどでは絶対に解決できない問題を解決するために来られる王様です。世の中の王様はどんな王様であれ絶対に真似できないことをなさるために来られる王様です。
そこら中の王様とはまったく違う方法でこのまことの希望をもたらす方と言う意味です。それで簡単に申し上げると、ロバの子に乗って入られたということは謙遜、謙虚の中の謙虚ですが、イエス様ご自身が「私は仕えられるためでなくて、仕えるために来た。自分の命をあがないの犠牲のいけにえとして捧げるために来られた」とおっしゃったように、王様は王様なのですが、人類に、一人一人の人生にこの困難な中、まったく希望が見えない世の中にまことの希望をもたらす王様は、そのための方法として十字架の死の贖いによってそれをまっとうされる方だという意味です。世の中の王様のイメージとは最初から違います。これがロバの子に乗ってエルサレムに入られたというメッセージです。王様は王様ですが、世の中の王様にはまったくできない、世の中のどんな立派な国でも全く見ることのできないまことの希望をもたらす王様です。どんなに荒れ果てたところでも、どんな傷を抱えている人生であれ、どんな困難な中から希望がまったく見えない状況の中に追い込まれている国、人生であっても、希望を持つことができる、そこから立ち直ることができる希望をもたらす方です。それが王様です。世の中の王様ではそれはできないことです。
　そして、そのためにこのまことの王様は世の中の王様とは全く異なる方法で、ご自分の尊いいのちを犠牲にのいけにえとして捧げる方法で、それがロバの子に乗ってと言うメッセージです。それは最初から神様がおっしゃった内容です。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕く。そのときにかかとに噛みつかれる。最初からおっしゃった内容です。つまり、ロバの子に乗って来られたというのは、この方こそ預言されている希望の主であるまことの王様でありながら、創世記３章に預言されていた、約束されていた女の子孫、その方なのです。メシヤ、キリスト、唯一の救い主、その方だというメッセージがロバの子なのです。ロバの子に乗って来られました。それ以外には人々の問題、希望を失って荒れ果てている人生、歴史がどのように流れても希望が全く見込めないこの世の中が助かる方法はありません。罪のない、尊い王様がご自分の命を罪の代わりに犠牲のいけにえとして捧げて血を流される方法以外には希望をもたらす方法はどこにもありません。イエス様は王様でありながらも、まことの王様でありながらも、立派な馬に乗らないでロバの子に乗って入られました。今でも多くの人が勘違いしているでしょう。また、世の中はその勘違いが普遍的になっていて定説みたいに受け止められていますが、人に希望があるかのように、世の中に希望があるかのように、一生懸命頑張ればどうにかなるかのように、努力と真面目さに希望があるかのように訴えて強調しています。そのように信じ込んでいます。それが勘違いです。そこにはありません。まことの王様が来られることによって希望がありますが、その王様はご自分の命を犠牲にささげることによってのみ、その問題を解決して、私たちが希望を持つことができるようになるのです。
そして、このロバの子に乗ってエルサレムに入られたイエス様こそが、その十字架にかけられたまことの王様であるというメッセージです。イエス様はロバの子に乗って入られたメッセージどおりに十字架にかけられ、ご自分の尊い血を流され、私たち罪びとの身代わりとなって死んでくださいました。イエス様こそが真の王様と言う意味です。イエス様が預言どおりにシオンの王としてロバの子に乗ってエルサレムに入られました。ですから、聖書が今私たちに言いたいのはこれこそが時代の発見であり、ここにのみ人生をまるごと根こそぎ変えられて生かせる、そして、どのような絶望の状況の中にいるものであっても、そこから希望を持って新しくスタートすることができる唯一の希望だというメッセージです。イエスは希望の王様であり、崩壊して倒れているすべてを建てなおすまことの希望者であり、王様です。絶望の中から希望をもたらすまことの王様です。そして、それが可能になるように神様のやり方どおり、ロバの子に乗って入られて、十字架で犠牲のいけにえになられた方です。イエス様だけが、イエス様こそがまことの王様です。まことの希望です。そうならば、今も世の中は聖書の幻の預言どおりに流れています。今も個人、個人を見ても、皆荒れ果てています。家庭の中もそうです。先進国に行きますと、文明の発展をかぶって、あるいは先進国のスタンスなどをかぶって、荒れ果てているにもかかわらずそうではないかのようなふりをすることにものすごく慣れていて、それは常時なのですが、しかし、聖書の預言どおりどこの時代、どこに国、どこの民族であっても、それ絵が先進国なのか後進国なのか関係なく皆壊れて流されています。希望がありません。そこに向かっておっしゃっています。その絶望の人生、希望の無い人生を根こそぎ変えられる、STAP 細胞より比べ物にならない答えがここにあります。イエスはまことの王様であり、イエスはまことの希望です。それが証明されているのではないか。だから、これからはだれでもこのイエスを信じるとどのような人間でも、どのような人生でもこのイエスを信じるとまことの希望にあふれる人生に変えられるということがメッセージです。今もそのことが証明されているし、また皆さんがその証し人であり、そのような証し人にならないといけません。今も神様はそのことをずっと実現し続けていらっしゃいます。イエスにすべての希望があります。神様は幻をとおして、世の中はどこに行っても、どの時代にも希望はありませんと言うことを示されました。その中でシオンに王様が来られる。ここにのみ希望があります。その方が来られました。イエスがその王様、その希望です。他は真っ暗です。だれでもイエスを信じる者はまことの希望にあふれる人生に変えられます。どのように変わるのでしょうか。多くのクリスチャンがイエス様を信じることがどういうことなのかがよくわかっていません。ちょっと寂しいから友達に誘われて教会に行ってみようかな。そのついでにそんなに悪いこともないので、ずっと一緒に通うというレベルではありません。イエス様を信じることはSTAP細胞を発見したことより１億倍の大きな発見です。皆さん、どこに希望があったでしょうか。大学に希望があったでしょうか。国会に希望があったでしょうか。国連に希望があったでしょうか。皆さんの親に、子どもに希望があったでしょうか。iPS細胞などの医学に希望があったでしょうか。これからどんどん発展していくでしょうがそこに希望はありません。今までの歴史が証明しているのではないでしょうか。でも、人間はそれを認めようとしません。最後の最後まで、それでもまた新しいものが出れば、新しい発見があればそこに希望があるだろうとずっと思っています。それで本当の希望であるシオンに王様として来られたまことの希望であるイエスの方に来ようとしません。しかし、皆さんは神様の恵みによって、そのイエスを救い主として信じるようになりました。神様はおっしゃっています。ロバの子に乗ってエルサレムに入られたそのイエスこそがまことの希望であり、唯一の希望であり、まことの王様なので他に理由も条件もありません。だれでもこのイエスを信じるとまことの希望の人生に変えられると信じてください。本当に一つだけです。このイエスを信じたのに、今までの死と罪の原理、幻をとおして神様が示されたどうにもならない滅びの運命から永遠に解放され、しかもイエスを信じる瞬間、新しく生まれ変わるようになります。私たちは皆、母親と父親から生まれました。その生まれ、誕生では人生に希望はありません。それで神から生まれるようにならないといけません。イエスを信じるとその人は新しく生まれるようになります。だから、希望にあふれる人生になるでしょう。と同時に、ただイエスを信じただけなのに神様が聖霊をとおして私たちとともにおられていつまでも同行されるようになるし、なにがあっても守られて天の御国に入られるまで守られることが保証されるようになります。ここにこそが希望があります。ただイエス様を信じただけなのに。なぜでしょうか。イエスが預言されていたその王様なので、希望はまったく見えない、どこにもない中で唯一の光、昨日として約束されたその方なので、イエスを信じるとその人の人生は変わります。それでその人がはっきりとわかっていれば、その人の存在そのものが希望の無い困難な中に流さている世と世の人々に対して希望になる存在に変わります。イエスを信じると。これほどイエスを信じるとその人は変わります。このことがロバの子に乗ってエルサレムに入られたイエス様のお話し、その姿、メッセージをとおして、今私たちに語られるメッセージです。だれでもこのイエスを信じると希望の人生に変えられます。自分自身に希望があふれるだけでなく、希望の無い世の中の人々に対して希望の存在に変わるようになります。ぜひ信じてください。

皆さんは日曜日にこのように礼拝をささげていますが、それは義務でも律法でもありません。皆さんが困難な世の中、希望の無い世の中から召されて希望にあふれる存在になっているお証しです。そして、これから皆さんがこの希望の無い暗い、困難な世の中に出ていってそこで希望になるからここにきているのです。なぜでしょうか。イエスを信じたから。ぜひ神様の願いどおりに、イエスに集中してください。イエスこそが人類の答えであり、発見中の発見です。どんな細胞を発見しても人生は変わりません。イエス様は細胞ではありませんが、発見中の発見です。そのことが今日の聖書をとおして教えられました。
　

結論を申し上げましょう。どのような人でも構いません。壊れているところから、崩れているところから、崩壊しているところから、イエスの方に来てください。それをどうにかしようと暴れないで、イエスの方に来てください。そこでだれかのせいや、なにかのせいばかりに捕らわれていないで、そのすべてを下ろして唯一の希望であるロバの子に乗ってエルサレムに入られたまことの王様であるイエスの方に来てください。疲れて重荷を負っている者は、私のところに来なさい。私があなたがたを休ませてあげます。それから、幸い、神様の恵みによってイエス様を信じて受け入れた方々は、今日のメッセージをよく覚えて自分の内側にもし絶望の音や声があるならば、それを全部放り出して取り除いてください。それから、これからも人生を歩いていくうちにそのような声が聞こえるたびに全部、カットして退けるようにしてください。イエスを信じたならば、皆さんは希望の存在です。皆さんの人生に、皆さんの内側にどんな弱さがあろうが、どんな問題を抱えていようが関係なくそれは絶望になるようなものではありません。絶望の人生、困難な世の中から、その不幸な人生から私たちは引き上げられて私たちは変わりました。イエスが希望なので、それを味わうように。皆さんの内側に、自分もそうでしたがイエスを信じるといいながらも内側に絶望の声があまりにも多いのです。それを全部、取り除いてください。それは皆さんとは似合わないものであり、関係ない言葉です、本当です。皆さんのなにかと関係ありません。皆さんがどのような辛い過去を経験しているかわかりませんが、それが傷になる、あるいは絶望の声に変わるようなものはありません。それは騙されることです。70年間、国を失い、捕虜になっていた、その傷を背負っているイスラエルに向かってここに希望があるとおっしゃいました。関係ありません。何一つ絶望の声を皆さんの内側に許さないように。全部取り除くようにしましょう。
それから、皆さん自分自身が今も世の中を一緒に歩いています。けれども、辛くて困難がずっと続いて、それが渦巻いている世の中ではありますが、そこから皆さんは引き上げられて神の国の民となっていることを忘れないようにしてください。皆さんは一緒に世の中を歩いているのですが、それが皆さんを脅かすことができないように、所属そのものが神の国であることを忘れないようにしてください。なぜでしょうか。イエスが神の国の主ですから、イエスを信じると世の中にいながらもそこから引き上げられて、そこから聖別されて神の国に導きいれられるようになります。神の国は死んだあと行くだけではありません。今現在、イエスを信じると同時に、困難な希望の無い世の中から引き上げられて神の国を生きるようになります。すべてを働かせて益となり、希望にあふれる聖霊が支配なさっていらっしゃる、神の主権と神の計画がメインである世界、国を生きるようになります。イエスを信じたその瞬間です。だから、世の中を生きていながらそれらを忘れないようにしてください。自分は今会社にいるけれども、所属は神の国なのだと。今私は神が主人であり、聖霊が私を導いて支配していらっしゃる。次元が違う。世界界が違うということを常に覚えるようにしてください。だから、私は幸いな者です。希望の無い、困難な世の中で一緒に惑わされて、自分も希望がないかのように、世の中で一緒に自分も流されているかのようになっていてはいけません。そこから希望になるイエス・キリストが皆さんを引き上げ助けました。だから、世の中に洪水が流れていても、そこで皆さんしっかりと「これと私は関係ない。私は神の国のものだ。私は住む世界が違う。私は幸いな者」だと覚えていてください。なぜでしょうか。イエスがキリストですから。イエス様はロバの子に乗ってエルサレムに入ることによって、ご自分が女の子孫であり、ゼカリヤ書の希望の王であるということを自ら証明され、そのために十字架にかけられ３日目によみがえられました。それゆえイエスこそがその王様です。希望の王様です。世の中は今でも何がどう変わろうが絶望です。それを皆さん、一緒にしないでください。その中を一緒に行きていながらも一緒にしないでください。それが信仰生活です。それを信仰と言います。そうするときに最後に皆さん、イエスを信じたことによってこのように皆さんのことを自覚するようになります。「なるほど。一緒に流されたり惑わされたりしてはいけないどころか、この希望の無い困難な世の中が今自分を待っているのだね。自分はそのような存在だ。この世が、この現場が私を待っている、私は必要な存在なのだ。希望の無いところに希望をもたらす存在なのだ」と。なぜでしょうか。イエスを信じて受け入れましたので、年とも関係ありません。学歴とも関係ありません。性格がせっかちなのか、ものすごくのろいのかということも関係ありません。それぞれ全部用いられて目的は一つです。世の中はどうせ希望がありません。どこに希望があるのでしょうか。ロバの子に乗って来られるまことの王様だけなのですが、その王様がどこにいらっしゃるのでしょうか。今、皆さんの内側にいらっしゃるのです。だから、その王様が皆さんをとおしてエルサレムにロバの子に乗って入られたように、皆さんをとおしてそのエルサレムのような壊れている現場に希望の王様が入ろうとしていらっしゃるのです。それがすべてです。そのために皆さんは存在します。すべてはそれを中心にして動くものです。子どもが生まれることも、結婚も学校も就職もすべてが。その人は努力もしていないのに神の豊かな目に見える祝福も見るようになります。それほど皆さんをとおして唯一の希望であるイエス様が、ロバの子に乗って入られたように、みじめな私に乗って現場に入ろうとしていらっしゃるのです。それがすべてです。それが歴史です。そのイエス様は十字架にかけられてよみがえられまことの王様であることを証明されました。そのイエス様を信じた皆さん。世の中は今も希望がありません。こういうこと、ああいうことと騒いでいるけれども、必要なものはありますが、私たちは見てわかっています。STAP細胞よりもっとすごいものが発見できたとしても、そこに希望がないことはもうとっくにわかっている事実です。国連がどんな機構を作ってアフリカの民を助けようが、それは必要なことでありがたいことなのですが、より優れた団体をつくるとしてもそこに希望がないということはとっくにわかっている事実です。希望はキリスト、イエスしかありません。イエス・キリストが皆さんに来られました。ロバの子に乗って来られました。十字架で血を流されて皆さんのところに来られました。これから神の国の所属となっている皆さんひとりひとりに乗って絶望の中にいる、困難な中で流されている世に、現場に入ろうとしていらっしゃいます。だから、皆さんは貴重な存在です。世の中が皆さんを待っています。世の中と競争したり、うらやましいと思っていたり、あるいは憎んだりするのは全部間違いです。皆さんを今待っています。その自覚さえ持って皆さんが世の中に出ていって、現場に出向いていけば、必ず神様は勝利を与えられます。そのことを覚えて今週１週間もその確信と自覚を持って勝利していただきたいと願います。
（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。ロバの子に乗ってエルサレムに入られて「ホサナ。ホサナ。イスラエルの王」と叫ばれていたイエス様こそが預言されていたメシヤであり、希望のまことの王様であり、だれでもイエスを信じる者は絶望から希望の人生に変えられる福音のメッセージをありがとうございます。それをもう一度確認しながら、イエス・キリストを信じて受け入れた兄弟姉妹が、自分がだれであれ、自分の内側から絶望の声をすべて取り除くことができるように恵みを与えてください、そして、神の国の所属である自負をいつも確認しながら保ちつつ、現場、この世の中が、絶望の中にいて困難な中で苦しんで希望がまったくないまま流されている世が、私たちを待っていらっしゃる、私たちに乗ってイエス様がこの世の中に入ろうとしていらっしゃることを覚えて、今週１週間も祈りつつ勝利できるように兄弟姉妹を祝福してください。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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